











































































































































































































































































接尾語 1例（モモタ　腿　20b） ナシ ナシ
促音のあと
тът表記 1例（アラト タ゜洗った　23b） ナシ ナシ
тт表記
1例






















































244 012b жер´тва （供物） негайгодо ねかいこと ネガイゴド（願い事）
245 012b жерт´вують （寄付する） негаймасъ ねかいます ネガイマス（ﾟ願います）
246 012b









248 012b жалуюсь （文句を言う） кодовари　масъ ことわります コドワリ　マス （ﾟ断ります）
249 012b
жгу （点火する） цке　мас つけます ツﾟケ　マス （ﾟつけます）
＊ロシア語は「жечь」（焼く　燃やす　点火する）参照。











− 58 − − 59 −
253 012b
жаваронокъ （ヒバリ） キリル文字日本語なし ひらがな日本語なし
＊ロシア語は「жаворонокъ」参照。о→а
254 012b жаров´никъ （コンロ　火鉢） р
〜юрйба りやうりは゛ リョリバ（料理場）
255 012b жельна （きつつき　クマゲラ） кера　цузурй けつつり（ﾏﾏ） ケラツズリ（啄木鳥）
















258 013a жес´токо （厳しい　残忍な） кадай かたい カダイ（堅い）
259 013a желчь （胆管） i イ イ（胃）
260 013a



























женйтъся （結婚する） キリル文字日本語なし ひらがな日本語なし
＊日本語が上行と同じを表すために{　カッコで上行とくくってある。
265 013a женй＼х／ （新郎　花婿） муго むこ ムゴ（婿）




желъ　тротъ （くちばし） цуме つめ ツメ（爪）
＊ロシア語は「желторотъ」（くちばしの黄色い　青二才）参照。　村山1965欠。
268 013b








270 013b зем´ля （大地） цуджй つち ツヂ（土）








− 58 − − 59 −
Ａ．タタリノフ『レクシコン』注釈 3（ж～и）（江口）
273 013b звезда （星） фошй ほし フォシ（星）
274 013b












275 013b звездочетъ （占星家） фошй　миру　вто ほし　みる　ひと
フ ォ シ　 ミ ル　 フ ﾟ ト
（星見る人）
276 014a










278 014a зер´кало （鏡） кагамй かかみ カガミ（鏡）
279 014a зер´но （殻粒） в´тоцубу ひとつふ゛ フﾟトツブ（一粒）
280 014a
з´десь （ここで） когонй こヽに コゴニ（此処に）
＊日本語「когонй」のあとに「е」があって「когонйе」にも見えるが、筆癖であろう。
281 014a зйма （冬） фую ふゆ フユ（冬）
282 014a зймной　день （冬の日） фуюно　фй ふゆのひ フユノ　フィ（冬の日）
283 014a зймовье （冬） キリル文字日本語なし ひらがな日本語なし
284 014a зймная　нощь （冬の夜） фуюно　～юру ふゆの　よる フユノ　ヨル（冬の夜）
285 014a забыль （忘れた） вас´ре　машта わすれました ワスﾟレ　マシﾟタ（忘れました）
286 014a
забава （ 気 晴 ら し　楽しい） асубу あすふ゛ アスブ（遊ぶ）
＊ペトロワ1962の音声特徴の脚注16にオとウの混同例として指摘。しかし「あすぶ（遊）」は古くから中央語
にもある語形である。
287 014a забавный （おもしろい） ～югу　чйсо　ширу よく　ちそ　しる
ヨグ　チソ　シル（良く
馳走する）










задумчйвой （ 物 思 い に 沈んだ） омо　фйто（ﾏﾏ） をもひと オモ　フィト（思う人）
＊「ヒト」のヒが無声化していないのが珍しい。
291 014b задумываюсь （ 企 て る　 計画する） омоймасъ をもイます オモイマス（ﾟ思います）
292 014b
заделъ
（ 握 り し め た





зас´таль （発見する） iмашта イました イマシﾟタ（居ました）
＊ロシア語は「застать」（見出す　会える）参照。
294 014b замокъ （城） дж ～ю ちやう ヂョ（城）
295 014b




296 014b засо＼х／ло （ か ら か ら に乾いた） фймашта ひました フィマシﾟタ（乾ました）









заецъ　ушканъ （コウモリ　ウサギ） усангй うさんき ウサンギ（兎）
＊ロシア語「заяц　ушканъ」参照。
299 014b


























305 015a затопйлъ （焚いた） тагймашта たきました タギマシﾟタ（焚きました）
306 015a затоплю （焚く） тагимасъ たきます タギマス（ﾟ焚きます）
307 015a за＼б／рось （投げろ） нагесашаре なけさしやれ ナゲサシャレ（投げさしゃれ）
308 015a








310 015a заверну＼л／ （包まれた） тадамймашта たゝみました タダミマシﾟタ（畳みました）





















込 ん だ）（ 薄






315 015a завязалъ （結ばれた） мусубимашта むすひました ムスビマシﾟタ（結びました）
316 015a
завяска （紐） фйбо ひほ゛ フィボ（紐）
＊ロシア語「завязка」参照。ロシア語は無声音の前のз→сに表記されており、発音とおりの表記となって
いる。
− 60 − − 61 −
Ａ．タタリノフ『レクシコン』注釈 3（ж～и）（江口）
317 015b
зажйгаю （点火する） ягймасъ やきます ヤギマス（ﾟ焼きます）
＊ロシア語は「зажигать」「зажечь」（点火する）を参照。
318 015b
затылокъ； （後頭部） боногубо ほ の゛くほ゛ ボノグボ（盆の窪）
＊堀季雄『浜荻』に「江戸にてゑりもとを庄内にて　ぼんのくぼ又ぼんのくど」とある。
319 015b
заушйца （耳下腺炎） мйми　бу＼д／жй みみふ ち゛ ミミブヂ（耳斑）
＊ロシア語「заушница」（耳下腺炎）参照。




зарекой （川のそば） кавабадано かわは た゛の カワバダノ（川端の）
＊ロシア語「за＋рекой」参照。
322 015b
заморемь （海のほうへ） умйса うみさ ウミサ（海へ）
＊方向を示すサが付いた形。ロシア語「за＋моремь」参照。
323 015b








324 015b зас´тулмъ （食事中の） キリル文字日本語なし ひらがな日本語なし
325 015b





326 015b зеленая （緑） авой あをい アヲイ（青い）
327 015b
земчленйца （苺） iжйнго いちんこ イジンゴ（苺）
＊ロシア語「земленика」参照。
328 015b з´мея （蛇） фебй へひ゛ フェビ（蛇）
329 015b запонъка （ カ フ ス ボ タン） キリル文字日本語なし ひらがな日本語なし
330 015b замара＼л／ся （汚した） ～югошй　машта よこしました ヨゴシ　マシﾟタ（汚しました）
331 015b
заранъ （裾） майдарй まいたり マイダリ（前垂れ）
＊ロシア語「зарах」（衣服の裾　かき合わせ）を参照。ペトロワ1962では「エプロン」意でシベリア方言と
する。
332 016a знакъ；маякь （印；標識） сагай さかい サガイ（境）
333 016a





















заплотъ （柵） кагй かき カギ（垣）
＊ペトロワ1962では「柵」でシベリア方言とする。
337 016a заплатй （支払え） смасасъшаре すまさしやれ スマサスﾟシャレ（済まさっしゃれ）
338 016a заплатйть　нехоще＼т／
















（ 出 現 か ら 密
告） キリル文字日本語なし ひらがな日本語なし
＊ロシア語は「извет（密告）＋от＋явленй（出現　現象）」と分解できるが、よく分からない。
− 62 − − 63 −
341 016b iзнемогаю （疲れ果てる） вазрате　iмасъ わすらてイます
ワズﾟラテ　イマス ﾟ
（患っています）
342 016b iстй＼н／на；правда （真実；正義） キリル文字日本語なし ひらがな日本語なし
343 016b
iмъбйрь （生姜） шогу しやうく ショグ（生姜）
＊長音のあとの語末ア段がウ段に狭くなっている。『レクシコン』の母音体系については別に論ずるが、そ
の一部は江口近刊「タタリノフ著『レクシコン』からみた18世紀下北佐井方言の四つ仮名」で触れた。
344 016b iн´струментъ （道具） キリル文字日本語なし ひらがな日本語なし
345 016b iгла （針） фарй はり ファリ（針）
346 016b iзба；　　　илй　домъ
（小屋；ある
いは家） iе イ江 イエ（家）
347 016b
iскры （火花） фйбогорй ひほ こ゛り フィボゴリ（火埃）
＊佐藤政五郎編『第二版　増補新版　南部のことば』（1987　伊吉書店）に「ひぼこり　炉の火を掻き回した
時立つ埃」とある。
348 016b iкра （魚卵） саганано　ко さかなの　こ サガナノコ（魚の子）
349 016b















351 016b iщу （探す　求める） тазнемасъ たつねます
タズﾟネマス （ﾟ尋ねま
す）




iду （行く） iгймасу（ﾏﾏ） いきます イギマス（行きます）
＊「行きます」の語末スに母音が付されているのは珍しい例である。この方言では敬語の語末の母音が脱落
するのが普通である。















357 017a iсточнйкъ （源泉） вагй　мйзу わきみつ ワギミズ（湧水）





359 017a iзьподь；нйзъ （下から；底から） кшта くした クﾟシﾟタ（下）
360 017a
iмъ （これら） конодашу このたしやう（ﾏﾏ） コノダシュ（こなた衆）
＊「我だ衆」「このだ衆」という語彙体系があったものと思われる。
361 017a iмя （名前） на な ナ（名）
362 017a iмяную （名前を言う） юймасъ ゆイます ユイマス（ﾟ言います）
363 017a iздержу （お金を消費する） цкаймасъ つかいます
ツﾟカイマス （ﾟ使いま
す）
− 62 − − 63 −
Ａ．タタリノフ『レクシコン』注釈 3（ж～и）（江口）




iзтратиль （費やす） キリル文字日本語なし ひらがな日本語なし
＊上行と同じという意味で{　カッコでくくってあり、日本語は示されていない。




iздря＼б／ло （しおれた） фимашта ひました フィマシﾟタ（乾ました）
＊ロシア語は「из＋дрябла」（前置詞＋しおれた）参照。
（続く）
付記：平成26年～平成28年度「十八世紀青森下北方言を反映するタタリノフ『レキシコン』についての文献方
言史的研究」（課題番号26370536）の支援を受けた。また「下北を知る会」会員諸氏や青森県八戸工業大学の諸先
生方からもご教示を得た。記して感謝申し上げる。
（えぐちやすお　岡山大学大学院社会文化科学研究科）
− 64 −
